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二酸化炭素圧カスイング法による二璃ヒ炭素固定化
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1`背景 地 球温暖化対策として二酸化炭素回収貯留技術

が注目されている。その中に、岩石の風化現象を利用し、

人工的に反応を促進することで、二酸化炭素を安定な炭

酸塩の形で固定化する炭酸塩固定化技術がある。著者ら

はこれまで、シンプルかつ低コス トな反応の促進手法で

ある二酸化炭素圧カスイング法を用いたコンクリー ト廃

棄物への二酸化炭素固定化技術 □について研究を行って

きた。今回は二酸化炭素固定の対象として、カンラン石

(Mg2Si04) フヽラストナイ ト(CaSi03) 金ヽ雲母、高炉スラ

グといった塩暑性の岩石や廃棄物を検討し、コンクリー

ト廃棄物との比較を行ったので報告する。

2.二 酸化炭素圧カスイング法 本 プロセスは、二酸化炭

素高圧条件下にて塩基性岩石から Cr十,M多 を抽出し、

その後二酸化炭素低圧下にて炭酸カルシウムや炭酸マグ

ネシウムを析出させ、二酸化炭素を炭酸塩の形で固定化

する方法である。水・二酸化炭素及び塩塞性岩石 ・廃実物

のみを用いるシンプルなプロセスであり、その他に酸等

を使用 しない。各試料のキャラクタリゼーションを行い、

律速段階と考えられる抽出反応について、様々な条件下

にてCF十,M妻 の抽出を行った。輸出条件や各試料で抽出

量にどのような差が見られるのか比較を行つた。

3.実 験方法

3.1試料のキャラクタリゼーション C浮 十
,Mき巡 出反応

速度は各試料の粒径や元索組成などに大きく依存すると

考えられる。エネルギー分散型蛍光X線 分析装置(RI抑帆

ZSXPrimus工)を用い、試料中の各金属元素の含有量を推

算した。また、レーザー散乱光粒度分布計(S血旺辻乳

SALD2100)を 用い、各試料の粒度分布測定を行つた。

3.2C♂十ぅMぎ
+抽

出訓強 塩塞勝 石、欄 鱗 棄物から

二酸化炭素圧カスイング法にて、C♂十,M針の抽出訓強を

行った。C済
十
,Mピ 1溶出拳動の①抽出温度依存性(30,60,

80℃)、②二囲ヒ炭素供給圧力依存性(1,2,3 NfIPか、③試

料/水仕込み量比依存性(1,5,103)を測定するため、様々

な抽出条件下にて抽出を行つた。その際、試料 lg、二酸

化炭素圧力l NIIPa、抽出温度30℃を基本設定として、そ

れぞれの試験を行つた。内容

積 500 mLのステンレス製の

耐圧備件階(Fと1)を用い、容

器内に所定量(1,5,10,の試

料、イオン交換水 (250 mL)

で満たした。耐匠撹拌槽を恒

温槽に浸漬することで反応

温度を調節し、反応溶液の攪

拌はモーターを用いて二枚 F七 1耐 王撹幹槽装置図

パ ドル翼で行つた。所定の反応時間の後、反応容器内の

液相を高圧条件下でろ過 しつつサンプリングを行い、抽

出溶液 中の溶存カル シ ウム、マ グネ シ ウム濃度 を

ICP‐AESer「 ACHI,P‐4010)装置を用いて測定した。

4,実 験結果及び考察

4。1試 料のキャラクタリゼーション 塩 塞性岩石、塩基性

廃棄物のキャラクタリゼーション結果をTablelに示す。

Tablcl塩塞性岩石・― キャラクタリゼーション結果

塩難 新 廃勤
  ca MF平 弓 y)Kそ の他

雄 分釈μn※

ワラストナイト(CaSi03)     302 005 1399 065 001 551 5‐ 100(6668)

カンラン石(Mg2Si04) 088 2572 2474 1149 002 3629 5‐ 100(6668)

金雲母(KM8」Al酎30Ю(0り2) 081 12342163 714 1117 394 10200(12457)
廃セメント(3Ca0 2S102・3H20)2593 053 1016 337 052 552210‐ 230(18894)

高炉水砕スラグ 281  202 944 038 027 5396 02‐ 100(037)

4,2C才十
,M貯 抽出試験 塩 塞性岩石を用いた場合は、ワ

ラストナイ トのC済十
抽出量が一

番多かった。しかし、そ

れぞれの抽出率は1%程 度となり、抽出温度を上昇させた

場合のみ数%の 増加が見られた。
一方、塩数性廃実物の

廃セメントは、婦燕陽 石と比較するとC汗+抽
出量は大

幅に上回り、二閲 ヒ炭素供給圧力を3M路 の条件下にお

いて抽出率が 60.5%と一
番高い値を示した。また、二酸

化炭素供給圧力がlM路 の条件下においては、Ca2+抽出

量はほぼ飽和濃度に達していたが、2,3N41Paの条件化に

おいては飽和濃度には達していなかった。

二酸化炭素圧カスイング法を用いた今回の結果では、

抽出温度上昇させた場合は抽出量が増加したが、塩基性

岩石から C♂+や
ピ

十を十分量抽出することは困難だっ

た。また、この方法により二酸化炭素を固定化する場合、

廃セメントはCa源 として有用であると考えられた。
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